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	 3	 漢字語音知識③～呉
ご お ん

音、漢
か ん お ん

音、    
唐
と う そ う お ん

宋音 I
作為最後 3 篇有關漢字語音知識的篇章，筆者想簡單介紹日語 3作為最後 3 篇有關漢字語音知識的篇章，筆者想簡單介紹日語 3
種漢字音讀體系，也就是吳音、漢音和唐宋音之不同。因為日本種漢字音讀體系，也就是吳音、漢音和唐宋音之不同。因為日本
在不同時期，由中國傳入不同區域的漢語，3 種音讀正正就是吸在不同時期，由中國傳入不同區域的漢語，3 種音讀正正就是吸
收當時漢語並發展出來的產物。本篇先簡單介紹各自的歷史和定收當時漢語並發展出來的產物。本篇先簡單介紹各自的歷史和定
義，並在下一篇通過一系列的比較，嘗試找出公式，讓學習者理義，並在下一篇通過一系列的比較，嘗試找出公式，讓學習者理
解哪一種是主流讀法，在考試時也相對容易找出答案。解哪一種是主流讀法，在考試時也相對容易找出答案。
吳音：日語吸收 5-6 世紀從中國長江流域傳來的漢語，並以此建吳音：日語吸收 5-6 世紀從中國長江流域傳來的漢語，並以此建
立的漢字發音體系。那時正值中國的南北朝之際，由於日本只與立的漢字發音體系。那時正值中國的南北朝之際，由於日本只與
南朝有外交關係，傳來的漢語也主要為江南地方（吳）的發音，南朝有外交關係，傳來的漢語也主要為江南地方（吳）的發音，
故名「吳音」。由於時代背景關係，日語很多有關佛教的單詞都故名「吳音」。由於時代背景關係，日語很多有關佛教的單詞都
會用吳音讀出。會用吳音讀出。
漢音：隋唐時代，中國逐漸南北統一，日本的大和朝廷也多次派漢音：隋唐時代，中國逐漸南北統一，日本的大和朝廷也多次派
遣使節到中國留學（如 607 年遣隋使、630 年遣唐使），從當時遣使節到中國留學（如 607 年遣隋使、630 年遣唐使），從當時
的隋唐政權輸入漢語，再以此為基礎制定為漢音。由於當時吸收的隋唐政權輸入漢語，再以此為基礎制定為漢音。由於當時吸收
的漢語數量很多，還有以後相關的國家政策帶動，漢音最終成為的漢語數量很多，還有以後相關的國家政策帶動，漢音最終成為
現代日語漢字音讀的主要群組，其數量遠遠多於吳音和唐宋音。現代日語漢字音讀的主要群組，其數量遠遠多於吳音和唐宋音。
唐宋音：其實是兩種東西，先是宋音，這的確是中國「宋代」時唐宋音：其實是兩種東西，先是宋音，這的確是中國「宋代」時
傳入的漢語發音體系，主要跟佛教有關，故名；對比之下，唐音傳入的漢語發音體系，主要跟佛教有關，故名；對比之下，唐音
卻不是中國的唐代（唐代輸入的是上述的「漢音」），而是「明清卻不是中國的唐代（唐代輸入的是上述的「漢音」），而是「明清
時代」經過長崎傳入日本，並主要以中國江南的發音為主。兩者時代」經過長崎傳入日本，並主要以中國江南的發音為主。兩者
一般合併稱為唐宋音，數量很少。一般合併稱為唐宋音，數量很少。

撇除一些相對較深奧和罕見的案例，筆者嘗試通過一系列漢語和撇除一些相對較深奧和罕見的案例，筆者嘗試通過一系列漢語和
廣東話發音體系與日語以上 3 種音讀的比較，把典型和 JLPT 較廣東話發音體系與日語以上 3 種音讀的比較，把典型和 JLPT 較
常見的理論整理如下。此外，第 3-5 章的各種練習會合併在第 5常見的理論整理如下。此外，第 3-5 章的各種練習會合併在第 5
章之後，加強訓練效果：章之後，加強訓練效果：

1.	現代漢語拼音為 er 和 ren 的漢字，且其日語音讀同時有吳音「な行」和漢
音「ざ行」的字例：

漢字（漢語拼音 /
耶魯廣東話拼音）

吳音 漢音 吳音例 漢音例 主要
音讀 備註

二
(er/yi)

に じ
二
に し ゃ

者
無
む に

二
二
じ な ん

男
二
じ じ ょ

女
吳

當「二」的意思相等於
「次」時，如「二

じ な ん

男＝
次
じ な ん

男」，讀「じ」。

児
(er/yi)

に じ 小
しょうに

児
児
じ ど う

童
風
ふううんじ

雲児
漢

耳
(er/yi)

に じ ？
耳
じ び か

鼻科
馬
ば じ と う ふ う

耳東風
漢

忍
(ren/yan)

にん じん
忍
にんじゃ

者
堪
かんにん

忍
？ 吳

任
(ren/yam)

にん じん
任
に ん む

務
解
かいにん

任
？ 吳

認
(ren/ying)

にん じん
認
にんしき

識
確
かくにん

認
？ 吳

仁
(ren/yan)

にん じん 杏
あんにん

仁
仁
じんあい

愛
仁
じ ん ぎ

義
漢

*	？表示根據筆者所見，該讀法構成的常用語例幾乎沒有，卻無法斷定完全沒有
（下文同）。
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漢字（漢語拼音 /
耶魯廣東話拼音）

吳音 漢音 吳音例 漢音例 主要
音讀 備註

人
(ren/yan)

にん じん
人
にんげん

間
三人

人
じんるい

類
日
にほんじん

本人
兩者

基本上：
i 	「人」前是「國籍」
的話讀「じん」，如
「日

にほんじん

本人」、「アフリカ
人
じん

」等。
i i 	「人」前是「表示動
作單詞」的話多讀「に
ん」，如「仕

し か

掛け人
にん

」、
「世

せ わ に ん

話人」、「管
かん り に ん

理人」
等。
iii	和「人數」有關的也
是「にん」，「30 人

にん

」、
「人

にんずう

数」など。

結論
i	現代漢語拼音為 er 的漢字且日語音讀同時有吳音「な」行和漢音「ざ」行的
話，其主要音讀為漢音「ざ行」。
ii	同樣條件下的 ren，除去一些例外，其主要音讀為吳音「な行」。

2.	現代漢語聲母為n的漢字，且其日語音讀同時有吳音「な行」和漢音「だ行」
的字例：

漢字（漢語拼音 /
耶魯廣東話拼音）

吳音 漢音 吳音例 漢音例 主要
音讀 備註

男
(nan/naam)

なん だん 二
じ な ん

男
男
だんせい

性
男
だ ん し

子
漢

「男 O」時「男」多讀
「だん」；「O 男」時「男」
多讀「なん」。

漢字（漢語拼音 /
耶魯廣東話拼音）

吳音 漢音 吳音例 漢音例 主要
音讀 備註

女
(nü/neui）

にょ じょ
女
にょにん

人
男
なんにょ

女
女
じょせい

性
男
だんじょ

女
漢

女的古代日語音讀標
記為「ぢょ」，故歸於
「だ行」。
「男女」既可讀「だん
じょ」（主要讀法），
亦可讀「なんにょ」，
但「老

ろうにゃくなんにょ

若男女」必須
讀「なんにょ」。

耐
(nai/noi)

ない たい ？
耐
たいねつ

熱
忍
にんたい

耐
漢

暖
(nuan/nyun)

なん だん ？
暖
だんぼう

房
温
おんだんか

暖化
漢

内
(nei/noi）

ない だい
内
ないよう

容
枠
わくない

内
境
けいだい

内 吳

念
(nian/nim)

ねん でん
念
ねんぶつ

仏
概
がいねん

念
？ 吳

年
(nian/nin)

ねん でん
年
ねんまつねんし

末年始
新
しんねん

年
？ 吳

農
(nong/nung)

のう どう
農
のうぎょう

業
酪
らくのう

農
？ 吳

濃
(nong/nung)

のう どう
濃
のうたん

淡
濃
のうえん

艶
？ 吳

脳
(nao/nou）

のう どう
脳
の う り

裏
頭
ず の う

脳
？ 吳
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20	 N1 程度十大重要 IIa 動詞   
（上一段動詞）

案
あん

じる（擔心）、演
えん

じる（扮演）、重
おも

んじる（重視）、禁
きん

じる（禁止）、帯
お

びる（帶
有 / 蘊含 … 特色 / 意思）、省

かえり

みる（反省）、試
こころ

みる（嘗試）、懲
こ

りる（吃過苦頭，
不敢再犯錯）、恥

は

じる（感到害羞 / 慚愧）、綻
ほころ

びる（開花 / 露出微笑）

*** 基本上重要的 IIa 動詞已列在《3 天學完 N4˙88 個合格關鍵技巧》 22  
20 個 IIa 動詞（上一段動詞）的記憶方法），N3 程度的話足以應付；此章以

及《3 天學完 N2˙88 個合格關鍵技巧》 24  書裏，集中梳理 N2 和 N1 程度
的 IIa 動詞。

題 1 彼
かれ

はお医
い し ゃ

者さんの忠
ちゅうこく

告を顧みず、暴
ぼういんぼうしょく

飲暴食の日
ひ び

々を送
おく

っている。

1　たまりみず  2　くすりみず

3　かえりみず  4　こおりみず

題 2 夫
おっと

は余
あま

りに暴
ぼういんぼうしょく

飲暴食し過
す

ぎているので、妻
つま

としては彼
かれ

の身
み

の上
うえ

を＿＿＿＿

ずにはいられない。

1　演
えん

じ  2　禁
きん

じ

3　案
あん

じ  4　信
しん

じ

題 3 子
こ ど も

供のズームの授
じゅぎょう

業に先
さ き だ

立って、パソコンの起
き ど う

動がうまく出
で き

来るどうか

再
さ い ど

度＿＿＿＿。

1　あたまみた  2　きもちみた

3　からだみた  4　こころみた

題 4 単
た ん ど く と ざ ん

独登山は危
あぶ

ないと何
な ん ど

度も注
ちゅうい

意したのに、彼
かれ

ったら懲
こ

りもせずまたこっそ

りするなんて ……

1　同
おな

じ過
あやま

ちを繰
く

り返
かえ

し 2　同
おな

じ意
い け ん

見に従
したが

わず

3　違
ちが

う過
あやま

ちを振
ふ

り返
かえ

って 4　違
ちが

う意
い け ん

見を取
と

り入れず

題 5 帯
お

びる

1　方
ほ う こ う お ん ち

向音痴の私
わたし

を、どうか目
も く て き ち

的地まで帯
お

びていただければ幸
さいわ

いです。

2　「結
けっこう

構です」という言
こ と ば

葉には、肯
こうてい

定と否
ひ て い

定両
りょうほう

方の意
い み

味を帯
お

びている。

3　あの女
じょゆう

優の最
もっと

も観
かんきゃく

客の心
こころ

を鷲
わしづか

掴みするところは、憂
うれ

いを帯
お

びた顔
かお

だと

思
おも

う。

4　初
はじ

めての海
かいがい

外旅
りょこう

行なので、旅
りょけん

券と両
りょうがえ

替したドルを忘
わす

れずに帯
お

びていくよ

うに心
こころが

掛けている。
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	21  重要 IIb 類動詞（下一段動詞）① 
（あ行～さ行）　

褪
あ

せる（褪色）、甘
あま

える（接受好意 / 恭敬不如從命）、訪
おとず

れる（來訪）、怯
おび

える
（害怕）、掲

かか

げる（懸掛）、枯
か

れる（枯萎）、涸
か

れる（乾涸）、鍛
きた

える（鍛煉）、
心
こころが

掛ける（留心）、捧
ささ

げる（雙手捧舉 / 奉獻）、授
さず

ける（授予）、定
さだ

める（制定）、
据

す

える（安置 / 固定在）、廃
すた

れる（式微）、添
そ

える（添上）、聳
そび

える（聳立）

題 1 涸れる池
いけ

に枯れる葉
は

っぱ、水
す い ぼ く が

墨画にとって申
もう

し分
ぶん

のない素
そ ざ い

材ではあるま

いか。

1　かれる  2　なれる

3　はれる  4　われる

題 2 かつて隆
りゅうせい

盛を誇
ほこ

っていたあの国
くに

の言
げ ん ご

語も、今
いま

となっては＿＿＿＿つつあり

ます。

1　そびえ  2　すたれ

3　ささげ  4　おびえ

題 3 それでは、御
お こ と ば

言葉に甘
あま

えさせていただきますね。

1　を成
な

り立
た

たせて  2　を受
う

け入
い

れさせて

3　をお断
ことわ

りさせて  4　を考
かんが

え直
なお

させて

題 4 据
す

える

1　お茶
ちゃ

に和
わ が し

菓子を据
す

えるなんてなかなか用
よういしゅうとう

意周到な組
く

み合
あ

わせじゃな

いか。

2　開
かいてん

店に先
さ き だ

立って、店
みせ

の看
かんばん

板を一
いちばん

番目
め だ

立つところに高
たか

く据
す

えましょう。

3　据
す

える群
ぐんざん

山を目
ま

の当
あ

たりにした瞬
しゅんかん

間、人
にんげん

間のちっぽけさを思
おも

い知
し

ら

された。

4　職
しょくば

場を転
てんてん

々としてきたが、今
こ ん ど

度こそぜひ御社で腰
こし

を据
す

えて長
なが

く働
はたら

こうと

思
おも

っています。

題 5 あせる

1　この薬
くすり

は、飲
の

んでからしばらく食
しょくよく

欲があせてしまう副
ふ く さ よ う

作用があるそう

だ。

2　どうすればこの窮
きゅうち

地から逃
のが

れられるか、ぜひ知
ち え

恵をあせていただきたい

です。

3　戦
せんそう

争の怖
こわ

さにあせるのはどの国
くに

の誰
だれ

でも同
おな

じです。

4　忘
わす

れ難
がた

い記
き お く

憶なので、何
なんねん

年経
た

っても決
けっ

してあせることはなかろう！
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	45 	 對象的表示②
「不把 N 當作一回事 / 視 N 如無物【，排
除萬難，實現理想】」的 N をものともせ
ず（に）
「不把 N 放在心上【，公然 / 貿貿然】」的
N をよそに＝「不顧 N」的 N を顧

かえり

みず
「除了 N 之外，再無其他」的 N をおいて
他
ほか

にない / いない

所需單詞類型：	 N（期
き た い

待、危
き け ん

険、心
しんぱい

配）

I.	 あの消
しょうぼうし

防士は、自
じぶん

分の危
きけん

険をものともせず任
にんむ

務を果
は

たそうとして実
じつ

に天
あっぱれ

晴
です！（那個消防員不把自身安全當作一回事，想盡力完成任務，實在是了不
起！）

II.	 あの消
しょうぼうし

防士は、奥
おく

さんの心
しんぱい

配をよそに無
むり

理やり任
にんむ

務を果
は

たそうとしていさ
さか無

むぼう

謀かと……（那個消防員不把太太的憂慮放在心上，強行完成任務，
稍嫌魯莽……）

III.	 あの消
しょうぼうし

防士は、自
じぶん

分の危
きけん

険を顧
かえり

みず任
にんむ

務を果
は

たそうとして実
じつ

に天
あっぱれ

晴です！
（那個消防員不顧自身安全，想盡力完成任務，實在是了不起！）

IV.	 あの消
しょうぼうし

防士は、奥
おく

さんの心
しんぱい

配も顧
かえり

みず無
むり

理やり任
にんむ

務を果
は

たそうとして、い
ささか無

むぼう

謀かと……（那個消防員不顧太太的憂慮，強行完成任務，稍嫌魯
莽……）

V.	 火
かさいば

災場で怯
ひる

まずに任
にんむ

務を果
は

たそうとする消
しょうぼうし

防士を支
ささ

えてくれるのは、己
おのれ

の
信
しんねん

念と家
かぞく

族からの支
ささ

えをおいて他
ほか

にない。（支撐着那個消防員勇敢地在火
災現場盡力完成任務的【要素】，除了自己的信念和家人的支持外，再無其
它了。）

VI.	 火
かさいば

災場で怯
ひる

まずに任
にんむ

務を果
は

たそうとする消
しょうぼうし

防士を支
ささ

えてくれるのは、最
さいあい

愛
の娘
むすめ

をおいて他
ほか

にいない。（支撐着那個消防員勇敢地在火災現場盡力完成任
務的【要素】，除了最愛的女兒外，再無其它了。）

***1.「をものともせず」的「もの」可視為一件事物，所以譯作「不把當作一
回事 / 視如無物」；「をよそに」中「よそ」的漢字是「他所 / 余所」，表示「別
的地方」（余

よ そ み

所見＝左顧右盼），即把原本應該念茲在茲的事情抛諸腦後，故譯作
「不放在心上」。「をものともせず」、「をよそに」和「を顧

かえり

みず」，3 者後接的
句子均不同，比較圖如下：

文法 後接

をものともせず I	排除萬難，正面積極的事情

をよそに I	不應該做的 / 魯莽的事情

を顧
かえり

みず
I	排除萬難，正面積極的事情
II	不應該做的 / 魯莽的事情

題 1	 理由のいかん＿＿＿＿問
と

わず、不
ふ ゆ か い

愉快にさせた箇
かし ょ

所については、改
あらた

めてお

詫
わ

び申
もう

し上
あ

げます。

1　の	 	 2　に

3　も	 	 4　を

題 2	 「地
じごく

獄の沙
さ た

汰 *** も金
かね

＿＿＿＿	」とは世
よ

の中
なか

は金
かね

があれば何
なん

でも解
かいけつ

決できる

という諺
ことわざ

である。

1　左
さゆ う

右	 	 2　次
しだ い

第

3　有
う む

無	 	 4　いかん

*** 沙
さ た

汰：裁
さいばん

判
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題 3	 ピエールという男
おとこ

は、生
う

まれつきの不
ぶ さ い く

細工な顔
かお

をものともせずに、＿＿＿＿。

1　高
たか ね

嶺の花
はな

にお付
つ

き合
あ

いの申
もう

し出
で

をしてきた

2　韓
かんこく

国へプチ手
しゅじゅつ

術に行
い

ってきた

3　天
てんがいこどく

涯孤独のままで人
じんせい

生を終
お

えた

4　泣
な

きまくった末
すえ

、自
じぶ ん

分の親
おや

を怨
うら

むようになった

題 4	 今
こんご

後の君
きみ

の態
たい ど

度いかんによってはご希
きぼう

望も＿＿＿＿。

1　叶
かな

うといいですね	 2　考
かんが

えられなくもありません

3　全
まった

く不
ふ か の う

可能に近
ちか

いです	 4　叶
かな

えてあげましょう

題 5	 判
はんてい

定のいかんによっては、うちのチームは＿＿＿＿。

1　負
ま

けるなんて信
しん

じられません	 2　負
ま

けるとでも思
おも

いますか

3　勝
か

っていたのかもしれません	 4　勝
か

ったことがあります

題 6	 あのサッカー選
せんしゅ

手は＿＿＿　＿＿＿　　★　　＿＿＿パフォーマンスを

観
かんきゃく

客に見
み

せた。

1　以
いぜ ん

前にもまさる	 	 2　数
すう

か月
げつ

にもわたるブランク

3　をものともせずに	 4　怪
け が

我による	

題 7	 退
たいしょくご

職後に夫
ふう ふ ふ た り

婦二人で海
かいがい

外移
いじゅう

住するなら＿＿＿　＿＿＿　　★　　＿＿＿は

まず念
ねんとう

頭にない。

1　をおいて	 	 2　タイかマレーシアなど

3　東
とうなん

南アジアの国
くにぐに

々	 4　他
ほか

に候
こ う ほ ち

補地

題 8	 バチカン市
しこ く

国にサンピエトロ広
ひろ ば

場という場
ばし ょ

所があるが、そこの目
め

と鼻
はな

の 1

に、カトリック教
きょうかい

会の反
はんたい

対にもかかわらず、ファストフード 2 大手マクド

ナルドの店
てんぽ

舗が 2016 年
ねん

12 月
がつ

30 日
にち

についにオープンした。

	 店
て ん ぽ

舗が入
はい

った建
たてもの

物の階
かいじょう

上に住
す

むカトリック教
きょうかい

会の関
かんけいしゃ

係者は、欧
おうべい

米の

消
しょうひしゅぎ

費主義の象
しょうちょう

徴 3 マクドナルドの出
しゅってん

店に対
たい

して猛
もうれつ

烈に抗
こう ぎ

議していた。ま

た、地元住
じゅうみん

民たちも、歴
れきしてき

史的なエリアが壊
こわ

されるかと 4 している。そうし

た声
こえ

を 5、マクドナルドは計
けいかくどお

画通りに新
しんてんぽ

店舗をオープンして多
おお

くの人
ひとびと

々の

反
はんかん

感を 6。

	 しかし、出
しゅってん

店はカトリック教
きょうかい

会に対
たい

する侮
ぶじょく

辱だという批
ひは ん

判がある 7、一
いち ぶ

部

の観
かんこうきゃく

光客たちは「広
ひろ ば

場の隣
となり

にあって、サービスは早
はや

いし、より便
べん り

利だ」と

肯
こうてい

定な見
けんかい

解を示
しめ

した。

	 AFPBB	News「バチカンの隣
となり

にマクドナルドがオープン」

	 2017 年
ねん

1 月
がつ

3 日
か

掲
けいさい

載のものを節
せつろく

録及
およ

び一
いちぶじゅんしょく

部潤色

		1		

1　よこ	 2　となり	 3　うしろ	 4　さき

		2		

1　おおて	 2　おおで	 3　たいしゅ	 4　だいしゅ

		3		

1　とともに	 2　ともなって	 3　ともすれば	 4　ともいえる

		4		

1　蔑
べっ し

視	 2　切
せつぼう

望	 3　懸
けね ん

念	 4　空
くうそう

想
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		5		

1　をよそに	 	 2　のいかんで

3　を皮
かわき

切りに	 	 4　をおいて他
ほか

にはなく

		6		

1　残
のこ

した	 2　売
う

った	 3　借
か

りた	 4　買
か

った

		7		

1　いっぽう	 2　かたがた	 3　ながら	 4　としても

	46 	 理由的表示①
「不愧是 / 果然是」的普だけあって / だけ
のことはあって / だけある / だけのこと
はある
「正正因為是 N」的 N が N（な / である）
だけに
「又不是」的 N じゃあるまいし

本書	 46 	至	 48 	「理由的表示①②③」需要互相比較，故	 46 	至	 47 	的練
習合併在	 48 	之後。

所需單詞類型：	 普（行
い

く、行
い

かない、行
い

った、行
い

かなかった、行
い

っている、
安
やす

い、有
ゆうめい

名な、学
がくせい

生な）
	 N（日

にほんじん

本人、場
ば し ょ

所、内
ないよう

容）

I.	 10 年
ねん

ほどアメリカに住
す

んでいただけあって / だけのことはあって、英
えいご

語が
堪
たんのう

能だ。（果然是住過美國 10 年的，英語非常流暢。）
II.	 英

えいご

語が堪
たんのう

能だね。さすが 10 年
ねん

ほどアメリカに住
す

んでいただけある / だけの
ことはある。（英語很流暢呀，不愧是住過美國 10 年的。）

III.	 英
えいご

語が堪
たんのう

能だね。さすが 10 年ほどアメリカに住
す

んでいた帰
きこくしじょ

国子女なだけあ
る。（英語很流暢呀，不愧是住過美國 10 年的海歸。）

IV.	 英
えいご

語が堪
たんのう

能だね。さすが 10 年ほどアメリカに住
す

んでいた帰
きこくしじょ

国子女なだけの
ことはある。△

V.	 帰
きこくしじょ

国子女が帰
きこくしじょ

国子女なだけに、また国
こくさいぼうえきがいしゃ

際貿易会社も国
こくさいぼうえきがいしゃ

際貿易会社なだけに、
求
もと

められる英
えいごりょく

語力の高
たか

さも、我
われわれ

々ローカルの中
ちゅうしょうきぎょう

小企業に勤
つと

めている平
ひらしゃいん

社員
とは雲

うんでい

泥の差
さ

だ。（正正因為是海歸，亦正正因為是從事國際貿易的公司，所
要求英語能力之高，和我們這些在本地小公司任職的普通員工相比，根本就
是一個在天，一個在地。）
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74	 長篇文章理解①
北
ほっきょくけん

極圏に位
い ち

置するロシアの村
むら

で 3 年
ねんまえ

前、何
なにじゅっとう

十頭ものホッキョクグマが食
た

べ
物
もの

を求
もと

めてうろつき、ごみ処
しょぶんじょう

分場で餌
えさ

をあさる様
よ う す

子が撮
さつえい

影された。科
か が く し ゃ

学者や
自
し ぜ ん ほ ご だ ん た い

然保護団体は先
せんしゅうこうひょう

週公表した論
ろんぶん

文で、人
にんげん

間の食
しょくひんはいきぶつ

品廃棄物がホッキョクグマの
脅
きょうい

威となる事
じ れ い

例は増
ぞ う か

加しており、当
と う じ

時世
せかいじゅう

界中に報
ほう

じられたロシアの出来事も
氷
ひょうざん

山の一
いっかく

角だと警
けいしょう

鐘を鳴
な

らした。
北
ほっきょくけん

極圏では、世
せ か い へ い き ん

界平均の約
やく

3 倍の速
はや

さで温
お ん だ ん か

暖化が進
すす

んでおり、ホッキョクグ
マが狩

か

りをする際
さい

に欠
か

かせない海
かいひょう

氷が減
へ

っていることから、ホッキョクグマは
気
き こ う へ ん ど う

候変動の直
ちょくせつてき

接的な悪
あくえいきょう

影響にさらされている。
環
かんきょうほぜん

境保全の専
せ ん も ん し

門誌『オリックス（Oryx）』に掲
けいさい

載された論
ろんぶん

文の共
きょうどう

同執
しっぴつしゃ

筆者で、
ホッキョクグマ保

ほ ご だ ん た い

護団体「ポーラー・ベアズ・インターナショナル（Polar 
Bears International）」のジェフ・ヨーク（Geoff York）氏

し

は、「人
にんげん

間とホッキ
ョクグマとの有

ゆうがい

害な接
せっしょく

触が、ゆっくりとではあるが確
かくじつ

実に増
ふ

えている。海
かいひょう

氷の
減
げんしょう

少が主
しゅいん

因となり、ホッキョクグマが上
じょうりく

陸する機
き か い

会が増
ふ

え、より長
ちょうきかん

期間居
い す わ

座る
ようになっているからだ」と指

し て き

摘した。
ヨーク氏

し

は、「欧
おうしゅう

州や北
ほくべい

米のクマの例
れい

から、ごみ捨
す

て場
ば

がクマにとって大
だいもんだい

問題
となっていることは把

は あ く

握している」と述
の

べている。
例
たと

えば米
べい

アラスカ州
しゅう

カクトビク（Kaktovik）には、先住民族イヌピアット
（Inupiat）が伝

でんとうてき

統的に捕
ほ か く

獲してきたホッキョククジラの残
ざんがい

骸を投
と う き

棄する沿
えんがん

岸の
処
しょりじょう

理場があり、毎
まいとしあき

年秋になると 90 頭
とう

ものホッキョクグマが集
あつ

まってくるとい
う。中

なか

には 160 キロ離
はな

れた場
ば し ょ

所から移
い ど う

動してきた個
こ た い

体もいた。
論
ろんぶんしっぴつしゃ

文執筆者は、氷
こおり

の状
じょうたい

態が悪
わる

かった 2019 年
ねん

、ロシアのベルーシヤグバ
（Belushya Guba）のごみ処

しょぶんじょう

分場にホッキョクグマ 50 頭
とういじょう

以上が集
あつ

まった問
もんだい

題に
ついて、開

か い ほ う と う き が た

放投棄型のごみ処
しょぶんじょう

分場が招
まね

きかねない事
じ た い

態が顕
けんちょ

著に表
あらわ

れた例
れい

だと
説
せつめい

明している。
ホッキョクグマは、高

こ う し ぼ う

脂肪の餌
えさ

を食
た

べるよう進
し ん か

化してきた。春
はる

にアザラシの子
こ

を捕
ほしょく

食して体
たいじゅう

重を増
ふ

やし、その年
とし

の残
のこ

りの期
き か ん

間を生
い

き延
の

びる。
ヨーク氏によると、ホッキョクグマにとって重

じゅうよう

要な時
じ き

期となる春
はる

に氷
こおり

が早
はや

く溶
と

けてしまうと、体
たいじゅう

重を十
じゅうぶん

分に増
ふ

やせず陸
りく

に戻
もど

るホッキョクグマがいるほか、
十
じゅうぶん

分な栄
えいよう

養を得
え

た個
こ た い

体でさえ、より長
なが

く陸
りく

にとどまるようになっているという。

ホッキョクグマは格
かっこう

好の餌
え さ ば

場としてごみ処
しょりじょう

理場に集
あつ

まるが、「同
ど う じ

時にプラスチ
ックや有

ゆうどくぶっしつ

毒物質も摂
せっしゅ

取していることを、クマたちは知
し

らない」とヨーク氏は述
の

べている。キャットフードなどを食
た

べたり、ごみ処
しょぶんじょう

分場で人
にんげん

間や他
た

の動
どうぶつ

物と
接
せっしょく

触したりすることで、病
びょうき

気になるリスクもある。
ヨーク氏

し

は、北
ほっきょくけん

極圏の集
しゅうらく

落では家
か て い

庭ごみの処
し ょ り

理に多
た が く

額の費
ひ よ う

用がかかると指
し て き

摘し
ている。凍

とうけつ

結し、岩
いわ

の多
おお

い地
じ ば ん

盤では、ごみ処
し ょ り

理の選
せ ん た く し

択肢が限
かぎ

られるからだ。
一
いっぱんてき

般的な処
し ょ り ほ う

理法は開
か い ほ う と う き

放投棄や低
ていおんしょうきゃく

温焼却だが、高
こうおんしょうきゃく

温焼却する方
ほう

が、完
かんぜん

全とは言
い

え
ないまでもより良

よ

い方
ほうほう

法だと同
ど う し

氏はみている。
一
い ち ぶ

部の集
しゅうらく

落では、ホッキョクグマが人
にんげん

間の食
しょくひん

品を食
た

べる前
まえ

にごみ処
しょりじょう

理場からお
いはらうため、パトロール隊

たい

を結
けっせい

成している。
論
ろんぶん

文 の 執
しっぴつしゃ

筆 者 ら は 、 問
もんだい

題 に 関
かん

す る 啓
けいはつかつどう

発 活 動 の 推
すいしん

進 に 加
くわ

え 、 エ ア ホ ー ン
（空

く う き け い お ん き

気警音器）や電
で ん き

気フェンスといった殺
さっしょうりょく

傷力のないとも言
い

わないまでも、ほ
ぼないに等

ひと

しい手
しゅだん

段の活
かつよう

用も提
ていしょう

唱している。
AFPBB News「人

にんげん

間の食
しょくひんはいきぶつ

品廃棄物、ホッキョクグマの脅
きょうい

威に論
ろんぶん

文」

2022 年
ねん

7 月
がつ

26 日
か

掲
けいさい

載のものを一
いちぶじゅんしょく

部潤色

題 1 作
さくしゃ

者が述
の

べている「氷
ひょうざん

山の一
いっかく

角」とは、すなわち

1　氷
ひょうざん

山が崩
くず

れかけている。 2　事
じ れ い

例はわずか一
い ち ぶ

部である。

3　事
じ れ い

例はことごとく報
ほうこく

告された。 4　どうすることもできない。

題 2 「招
まね

きかねない事
じたい

態」とあるが、どのようなことか？

1　ホッキョクグマの数
かず

が大
おおはば

幅に減
へ

ってしまうこと。

2　ホッキョクグマが食
た

べ物
もの

を見
み つ

付けられなくなってしまうこと。

3　ホッキョクグマの上
じょうりく

陸する機
き か い

会が増
ふ

えてしまうこと。

4　ホッキョクグマが春
はる

になるとアザラシの子
こ

を捕
ほしょく

食してしまうこと。
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題 3 北
ほっきょくけん

極圏の集
しゅうらく

落におけるごみの処
しょりほう

理法について、ヨーク氏
し

はどのように述
の

べ

ているか？

1　高
こうおんしょうきゃく

温焼却より低
ていおんしょうきゃく

温焼却のほうがよりましだ。

2　プラスチックや有
ゆうどくぶっしつ

毒物質を摂
せっしゅ

取し、死
し

に至
いた

るホッキョクグマすらいた。

3　不
ふ ほ ん い

本意ではあるが、先
せんじゅうみんぞく

住民族の伝
でんとうてき

統的な行
ぎょうじ

事を取
と

り締
し

まる必
ひつよう

要がある。

4　ごみ処
し ょ り

理の選
せ ん た く し

択肢が限
かぎ

られるのは地
ち り

理と密
みっせつ

接な関
かんけい

係がある。

題 4 総
そう

じて、ホッキョクグマの上
じょうりく

陸防
ぼう し

止の対
たいさく

策として、正
ただ

しいのはどれか？　

1　ホッキョクグマ
ま

が一
いってい

定の地
ち い き

域に入
はい

ってこないようにこまめに巡
じゅんさ

査し駆
く ち く

逐

する。

2　世
せ か い

界の風
ふうちょう

潮とされる「開
かいほうとうきがた

放投棄型」を投
とうにゅう

入するのはもはや時
じ か ん

間の問
もんだい

題だ。

3　ホッキョクグマの餌
えさ

として、クジラの残
ざんがい

骸などを事
じ ぜ ん

前に陸
りく

と海
うみ

の境
さかい

に置
お

いておく。

4　不
ふほうしんにゅう

法侵入してきたホッキョクグマに対
たい

する殺
さっしょう

傷を余
よ ぎ

儀なくされる場
ば あ い

合も

ある。

	75 	 長篇文章理解②
天
てんぽう

保十
じゅうにねん

二年 *** の暦
こよみ

ももう終
おわ

りに近
ちか

づいた十
じゅうにがつ

二月はじめの陰
くも

った日
ひ

であった。
半
はんしち

七が日
に ほ ん ば し

本橋の大
おおどお

通りをぶらぶらあるいていると、白
し ら き

木の横
よこちょう

町から蒼
あお

い顔
かお

をし
た若

わか

い男
おとこ

が、苦
く ろ う

労ありそうにとぼとぼと出
で

て来
き

た。男
おとこ

はこの横
よこちょう

町の菊
きくむら

村という
古
ふる

い小
こ ま も の や

間物屋 *** の番
ばんとう

頭 *** であった。半
はんしち

七もこの近
きんじょ

所で生
う

まれたので、子
こ ど も

供
の時

とき

から彼
かれ

を識
し

っていた。
「清

きよし

さん、どこへ …… 」
声
こえ

をかけられて清
せ い じ ろ う

次郎は黙
だま

って会
えしゃく

釈した ***。若
わか

い番
ばんとう

頭の顔
かおいろ

色はきょうの冬
ふゆぞら

空
よりも陰

くも

っているのがいよいよ半
はんしち

七の眼
め

についた。
「かぜでも引

ひ

きなすった *** かえ ***、顔
かおいろ

色がひどく悪
わる

いようだが …… 」
「いえ、なに、別

べつ

に」
云

い

おうか云
い

うまいか清
せ い じ ろ う

次郎の心
こころ

は迷
まよ

っているらしかったが、やがて近
ち か よ

寄って来
き

てささやくように云
い

った。
「実

じつ

はお菊
きく

さんのゆくえが知
し

れないので …… 」
「お菊

きく

さんが …… 。一
いったい

体どうしたんです」
「きのうのお午

ひる

すぎに仲
なかばたら

働き *** のお竹
たけ

どん *** を連
つ

れて、浅
あさくさ

草の観
かんのんさま

音様へお
詣
まい

りに行
い

ったんですが、途
とちゅう

中でお菊
きく

さんにはぐれてしまって、お竹
たけ

どんだけが
ぼんやり帰

かえ

って来
き

たんです」
「きのうの午

ひる

過
す

ぎ …… 」と、半
はんしち

七も顔
かお

をしかめた。「そうして、きょうまで姿
すがた

を見
み

せないんですね。おふくろさんもさぞ心
しんぱい

配していなさるだろう。まるで
心
こころあた

当りはないんですかえ。そいつはちっと変
へん

だね」
菊
きくむら

村の店
みせ

でも無
む ろ ん

論手
て わ

分けをして、ゆうべから今
け さ

朝まで心
こころあた

当りを隈
くま

なく詮
せんさく

索 ***
しているが、ちっとも手

て

がかりがないと清
せ い じ ろ う

次郎は云
い

った。彼
かれ

はゆうべ碌
ろくろく

々に睡
ねむ

らなかったらしく、紅
あか

くうるんだ眼
め

の奥
おく

に疲
つか

れた瞳
ひとみ

ばかりが鋭
するど

く光
ひか

っていた。
「番

ばんとう

頭さん。冗
じょうだん

談じゃない。おまえさんが連
つ

れ出
だ

して何
ど こ

処へか隠
かく

してあるんじ
ゃないかえ」と、半

はんしち

七は相
あ い て

手の肩
かた

を叩
たた

いて笑
わら

った。
「いえ、飛

と

んでもないことを …… 」と、清
せ い じ ろ う

次郎は蒼
あお

い顔
かお

をすこし染
そ

めた。
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	80 	 圖片情報搜索②
ホームページで「平

へ い わ

和に関
かん

する世
せ か い

界の若
わかもの

者の意
い し き ち ょ う さ

識調査 ― 2021 年
ね ん ど

度」というア
ンケートの調

ち ょ う さ け っ か

査結果を見
み

た。149ヵ国
こく

合
ごうけい

計 6538 人
にん

（うち、日
に ほ ん

本からは 239 人
にん

）
の若

わかもの

者より回
かいとう

答が得
え

られました。

Q1. 昔
むかし

に比
くら

べて、世
せ か い

界は平
へ い わ

和になったと思
おも

いますか。
 1.1 世

せ か い

界各
かっこく

国の若
わかもの

者の意
い け ん

見：

 1.2 日
に ほ ん

本の若
わかもの

者の意
い け ん

見：

Q2. いまの世
せ か い

界は平
へ い わ

和だと思
おも

いますか。平
へ い わ

和の度
ど あ

合いに点
てんすう

数を付
つ

けるとすれ
ば、何

なんてん

点だと思
おも

いますか。

 2.1 世界各国の若者の意見：

 2.2 日本の若者の意見：

59.4%
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86	 整體内容理解①② 88	 長文分析聆聽①②
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	 	 N1 模擬試験
言語知識（文字・語彙・文法）・読解（110 分）

問題 1	 ＿＿＿のことばの読み方として最もよいものを、1・2・3・4 か
ら一つえらびなさい。

題 1	 いくら親
しんゆう

友とはいえ、その取
とりひき

引は拒否したほうが賢明かと。

1 きょひ /けんめい		 2 きょひ /げんめい

3 きょうひ /けんめい	 4 きょうひ /げんめい

題 2	 得体の知
し

れない病
やまい

にかかり病
びょういん

院を転
てんてん

々し、やっと病
びょうめい

名が分
わ

かった時
とき

にはす

でに手
ておく

遅れだった。

1 とくみ	 	 2 えみ

3 とくたい	 	 4 えたい

題 3	 我
われわれ

々があれほど骨
ほね お

折って辛
かろ

うじて完
かんせい

成させた仕
しご と

事だが、彼
かれ

はいと無造作に

やってのけた。

1 ぶぞうさ	 	 2 ぶそうさく

3 むぞうさ	 	 4 むぞうさく

題 4	 コロナによって停
ていたい

滞している経
けいざい

済を甦らせるためには、まず何
なに

をすべきで

しょうか？

1 ゆさぶらせる	 	 2 ひるがえらせる

3 わかがえらせる	 	 4 よみがえらせる

題 5	 次
じな ん

男の名
なま え

前である「じろう」を端折って「じっちゃん」と呼
よ

び上
あ

げると、

祖
そ ふ

父が「わしを呼
よ

んだか」と尋
たず

ねてくることが多
おお

いので、なんという紛ら

わしい名
なまえ

前を付
つ

けてしまったのだろうとやや後
こうかい

悔。

1 きりよって /わずらわしい	 2 きりよって /まぎわらしい

3 はしょって /わずらわしい	 4 はしょって /まぎらわしい

題 6	 うちの会
かいしゃ

社では現
げんざい

在優
ゆうしゅう

秀な人
じんざい

材を募っているし、しかもポストもかなり

幅
はばひろ

広くあるので、応
おう ぼ

募すればきっとあなたに相応しい仕
しご と

事が見
み

つかるはず

ですよ。

1 ぐずって /まあたらしい	 2 つのって /ふさわしい

3 したって /まちどおしい	 4 やとって /みすぼらしい

題 7	 硬
こう か

貨の後
うし

ろに貴
きぞ く

族らしき友
ゆうじん

人がいて、若
わか

さ変
か

わらぬその名
な

は女
じょおう

王なり。

俺
おれ

が売
ばいばい

買する度
たび

に必
かなら

ずついてきて、朴訥とした顔
かお

に笑
え

みはないが慈
じあ い

愛あ

り。…華
かれ い

麗なる友
ゆうじん

人が「さようなら」と言
い

うも未
いま

だに華
かれ い

麗なり、テレビに

映
うつ

り続
つづ

けるのは古
ふる

きよき顔
かお

のみ。

1 もくたつ	 2 もくとつ	 3 ぼくたつ	 4 ぼくとつ

問題 2	 ＿＿＿の入れるのに最も良いものを、1・2・3・4 から一つ選び
なさい。

題 8	 毎
まいにち

日の昼
ひるやす

休みは前
ぜんじつ

日の寝
ね ぶ そ く

不足問
もんだい

題を解
かいけつ

決せんがために睡
すいみん

眠＿＿＿＿をして

います。

1 補
ほしょう

償	 2 補
ほそ く

足

3 補
ほきょう

強	 4 補
ほきゅう

給
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答案、中譯與解說
第一部分：漢字語音知識

1-2
題 1	 答案：	4

中譯：	因為是組織内的有關人員，雖然一千個不願意，但也要被迫自掏
錢包買零件，實在痛心。

題 2	 答案：	3
中譯：	房地產的人在介紹房屋時，總是動輒吹噓商品的價值。

題 3	 答案：	3
中譯：	人是很容易被那些將心比己地聽自己煩惱的溫柔異性所吸引。
解説：	親

し ん み

身＝音讀＋訓讀＝重箱讀法。
題 4	 答案：	2

中譯：	她曾說自己的廚藝是業餘水平，但看她使用菜刀的手法，也不見
得就是。

解説：	満
まんざら

更＝音讀＋訓讀＝重箱讀法。
題 5	 答案：	1

中譯：	下半季的銷售額，比起上半季，先別說盈餘，更甚至有 25 億日圓
的赤字。

解説：	下
しもはんき

半期，上
かみはんき

半期＝訓讀＋音讀＝湯桶讀法。
題 6	 答案：	2

中譯：	我明明沒有過失，但卻被命令離職，實在感到遺憾。
解説：	落

お ち ど

度＝訓讀＋音讀＝湯桶讀法。
題 7	 答案：	2

中譯：	我家的孩子經常說甚麼「山窮水盡之際，就是最高能力發揮之時」
這樣的説話，過着很頹廢的生活。

解説：	切
せ っ ぱ

羽＝音讀＋訓讀＝重箱讀法。

題 8	 答案：	4
解説：	坦白說，這並非 N 試的考試形式，反而更像「日本語教育能力檢

定」，但作為能深化湯桶、重箱 2 種讀法内涵的練習，筆者覺得也
有一定的價值。「仕

し わ ざ

業」、「仕
し ぐ さ

草」和「仕
し ご と

事」＝重箱讀法，然而
「白

し ら が

髪」既不是湯桶，亦非重箱，當屬「当
あ

て字
じ

＝假借字」（請參

照《3 天學完 N2˙88 個合格關鍵技巧》	 8 	 漢字知識⑧：当
あ

て字
じ

）。

3-5
題 1	 答案：	2

中譯：	今時今日的香港，男女老幼幾乎所有人都有接受疫苗注射。
解説：	請參照理論 II。

題 2	 答案：	2
中譯：	不好意思，我正在尋找包早餐和晚餐的宿舍，能否拜托你介紹一

下？
解説：	請參照理論 IV。

題 3	 答案：	4
中譯：	就算是同班同學，聽説他的做人宗旨是不介入他人之間的事情。
解説：	「他人事」的標準讀法是「ひとごと」，而通俗讀法是「たにん

ごと」。
題 4	 答案：	3

中譯：	這裏是附近香港恒生大學女大學生們經常會來且價錢優惠的的咖
啡室。

解説：	請參照理論 VIII。基本上「達」（廣東話是 daat）主要讀漢音「た
つ」（発達），偶爾會讀吳音「たち」（友達），殊不知還有「たし」
這種變化音。

題 5	 答案：	3
中譯：	自五湖四海所有地方的人都集中至此，無他的，就是為了參加偉

人的喪禮。
解説：	請參照理論 VI。
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題 6	 答案：	1
中譯：	那個叫凌凌漆的特務，以其稱之為神乎其技也不為過的刀法，把

敵人砍倒了。	
解説：	請參照理論 XII 的 C。

題 7	 答案：	3
中譯：	那兩個名人不離婚只是因為忌憚世間上的閒言閒語罷了。
解説：	請參照理論 IV。

題 8	 答案：	2
中譯：	希望你不要隱瞞甚麼，把當時的情況如實的告訴我們。
解説：	請參照理論 II。

題 9	 答案：	2
中譯：	大家彼此無言的望着對方，活着的我看着患重病的至親闔上眼

睛，走上生命的終章。
解説：	請參照理論 VII。

題 10	 答案：	4
中譯：	平等和正義，他們所包含的意思是大有不同的。
解説：	請參照理論 XII 的 B。

題 11	 答案：	1
中譯：	我並非不想借給你，而是根本身無分文，想借也無法借。
解説：	請參照理論 X 的 C。

題 12	 答案：	4
解説：	這同樣不是 N 試，而是類近「日本語教育能力檢定」的題目。

「体
たいりょく

力」的「力
りょく

」、「文
ぶんしょう

章」的「文
ぶん

」和
わ

「万
ば ん じ

事」的「万
ばん

」都屬於漢
音，唯獨「風

ふうりん

鈴」的「鈴
りん

」屬於唐宋音。

第二部分：語彙拔萃

6
題 1	 答案：	2

中譯：	基於私人原因，我希望在令和 4 年 5 月 6 日這天辭職。
題 2	 答案：	1

中譯：	人們都説由於受傷或碰撞而產生的瘀青，通常會在 1-2 禮拜後
消退。

題 3	 答案：	1
中譯：	能在比賽中勝利是因為平時在工餘抽空努力練習之故。
解説：	「合

あ い ま

間を縫
ぬ

う」是一句表示「在做某件事（工作）的過程中停下來，
抽出時間做另一件事（練習）」的慣用語。

題 4	 答案：	4
中譯：	看來你的收入突然增加了，請務必把細節告訴我。
解説：	1　根據	 2　理由
	 3　樣子	 4　細節

題 5	 答案：	1
中譯：	我不打算把那件事公諸於世，但取而代之你應該知道怎樣報答我

吧！
解説：	2 應為「雄

おす

＝雄性」，3 應為「平
びょうどう

等＝平等」，4 應為「公
こうりつ

立＝公立」。

7
題 1	 答案：	2

中譯：	父親翻開英年早逝的女兒的日記，嘗試找出她曾經活過的證明。
題 2	 答案：	3

中譯：	這間住得舒適的房子裏，究竟隱藏着甚麼秘密和竅門呢？
題 3	 答案：	3

中譯：	諸位，今晚是不分尊卑的宴會，我們盡情（＝無所顧慮地）喝酒
再唱歌吧！
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